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論文審査の要旨 

 

 本研究の目的は、心臓血管外科領域における止血効果および癒着防止効果に

対する独自に開発したゼラチンシートの新規医療材料としての有効性を評価す

ることにある。 

 ビーグル犬を用いて、全身へパリン化後に大腿動脈に 23G 針にて針穴を作製

し、新規作製ゼラチンシートと既存のフィブリン製剤の 5 分間圧迫後の止血効

果を比較検討。さらには術後 4 週目の同手術部位における癒着強度、癒着面積

を Zuhlke 法によりスコアー化して癒着防止効果を比較検討している。 

 その結果、新規作製ゼラチンシートはフィブリン製剤と比較して、同等の止

血効果を有すること、さらには有意に良好な癒着防止効果があることを明らか

にしている。 

 これらの結果から、新規作製ゼラチンシートは血漿分画製剤であるフィブリ

ン製剤よりも安全性が高く、心臓血管外科領域において癒着防止効果を併せ持

つ有効な止血材料となる可能性が考えられ、有意義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに心臓血管外科治療の

進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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